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中学生男女の親 ・教員 との会話 と男女交際および
性感染症に関する知識 ・意識 ・行動 との関連
How the frequency of conversation between junior high school 
students and their parents/teachers is related to the students' 
 knowledge, awareness and behavior regarding dating and 
            sexually transmitted diseases
原 健 一1) 永松 美 雪2) 中河 亜希2) 齋 藤 ひ さ子2)
1)佐賀県DV総 合対策センター, 2)佐賀大学医学部看護学科母子看護学講座
 I) Kenichi HARA : Saga Prefectural DV Prevention Center, 2) Miyuki NAGAMATSU, Aki NAKAGAWA, 
Hisako SAITO : Department of Maternal and Child Nursing, Faculty of Medicine, Saga University
抄 録:本 研究は,中 学生男女の親 ・教員の会話 と,男 女交際および性感染症に関係する知識 ・意識 ・行動の関
連を検討することを目的とした。平成20年 度から開始した佐賀県予防教育事業に,21年 度か ら新たに参加 した中
学校のうち学校長の研究承認が得られた8中 学校に調査を行った。2-3年 生1746人 の保護者へ説明書 ・同意書を
配布 し,保 護者の同意および本人の同意が得 られた生徒に実施した。調査期間は21年5月 ～7月 である。調査内
容は,親 との会話の頻度,教 員 との会話の頻度,男 女交際中の暴力認知,男 女交際の意識,性 感染症の知識,性
行為の意識,危 険行動である。佐賀大学倫理委員会の承認を得て,佐 賀県予防教育事業の事前調査 として実施し
た。調査を完了した1541人(回 答率882%)の 結果を分析 した。男子は817人(5aO%),女 子は724人(47.0%)
であった。家族や中学校の教員 との会話の頻度は,す べての項目で女子より男子が少なかった。男女交際におい
て 「男女の対等な関係」,「相手を思いやること」,「自分 を思いやること」 を大切であるという意識は,女 子より
男子が有意に低かった。男女交際中の暴力のうち精神的暴力は,女 子より男子が暴力 としてとらえていなかった。
性行為を容認する意識は,女 子より男子が有意に高かった。エイズの知識合計点 と性行為経験者数は男女で有意
な差を認めなかった。また,中 学生男女の親 ・教員の会話と男女交際および性感染症 に関係する知識 ・意識 ・行
動に関連があることが示 された。危険行動予防のために,親 や教員 との会話 を増やすことが重要であることが示
唆された。
Synopsis: The objective of this study is to examine how the frequency of conversation between junior high 
school students and their parents/teachers is related to the students' knowledge, awareness and behavior 
regarding dating and sexually transmitted diseases. Saga prefecture initiated a preventive education pro-
gram in 2008. The study was conducted for 8 junior high schools, which joined the program in the following 
year, with the consent of their principals. At first information about the study and the consent form were 
given to the parents/guardians of 1,746 students in the 2nd and 3rd grades. The study was implemented 
only for those whose parents/guardians consented to the objective, so did the students themselves. The 
study period was from May to July, 2009. 
The questionnaire items were the frequency of conversation with parents, frequency of conversation with 
teachers, recognition of violence during dating, awareness about dating, knowledge about sexually transmit-
ted diseases, awareness of sexual intercourse, and risky behavior. This study was conducted as a prelimi-
nary survey for the Saga Prefectural Preventive Education Program as approved by the Ethical Committee 
of Saga University. Results were obtained from 1,541 subjects (response rate: 88.2%) who completed the
questionnaire. The subjects included 817 males (53.0%) and 724 females (47.0%). The frequency of conversa-
tion with family members or school teachers was lower in the male group than in the female group. In terms 
of importance of "equal partnership between both sexes," "consideration for others," and "consideration 
for oneself "  during dating, males'  awareness was significantly lower than females' . The percentage of 
subjects who regarded verbal assault as violence was lower in the male group than in the female group. The 
percentage of subjects who approved junior high school students to have sexual intercourse was significantly 
higher in the male group than in the female group. 
There were  no significant difference by sex concerning the total score of knowledge about sexually transmit-
ted diseases as well as the number of subjects with sexual experience. Further, the study showed that the 
subjects'  knowledge, awareness and behavior regarding dating and sexually transmitted diseases were 
related with frequency of conversation with their parents/teachers. These results suggested that for the pre-
vention of risky behavior junior high school students should be taught about the importance of having  fre-
quent conversation with their parents and teachers 
Key Words: Frequency of conversation, Dating, Violence, Prevention
1.緒 言
思春期の若者は,い ろいろな環境の影響 を受け
なが ら発達 している。発達 とともに,ア ル コー
ル ・タバ コ,精 神的不適応 ・自殺 反社会的行動,
性行為,暴 力などにより,さ まざまな健康問題を
生 じる可能性にさらされている1)。日本性教育協
会による10代 の性交経験率の調査結果は,中 学
生で,男 子3.6%,女 子生2%か ら,高 校生で男子
26.6%,女 子30.0%と 増加を示 している2)。10代の
性交開始によって,望 まない妊娠 ・人工妊娠中絶,
ヒ ト免疫不全ウイルス(HIV)を 含む性感染症な
どの危険性にいたる鋤。また,性 的な関係にいた
った親密な交際によって,男 女間の トラブルや暴
力を生 じやす くなる5)。2001年に施行された 「配
偶者か らの暴力の防止および被害者の保護に関す
る法律」Domestic　Violence(以 下,DV)防 止法
は,2004年 に,暴 力の定義 として 「暴力 とは,
身体的暴力のみならず,心 身に有害な影響を与え
る言動等」と改正され,精 神的暴力 と性的暴力 も
DVで あると解釈 されている。性的暴力について
は 「性行為の強要,避 妊に協力しない,出 産 ・中
絶の強要,性 病を隠して性行為 をする」等があ り,
女性の望まない妊娠や性感染症罹患の可能性が高
まるという問題に繋が り,DVに ついて社会的な
関心が高 まってきている6)。最近では,DVと い
う用語は家庭内暴力の狭義を超えて,親 密な関係
性に起 こる暴力 としての概念が形成され,結 婚前
の恋人間,ま たはデー トをしているなかで起 こっ
た暴力としてDating　DV(以 下,デ ー トDV)の
問題が取 り上げ られてきているり。 しかし,日 本
では,婚 前のデー トDVの 場合,DV法 が定める
保護命令の適応外であるなど対策が十分でないと
いう問題がある7)。
海外では,交 際がはじまる思春期の対象に,デ
ー トDVに 関する調査が行われ,被 害者や加害者
として思春期の男女がデー トDVに 巻き込まれて
いることが明 らか となり,被 害者 となり得る危険
性は,男 子より女子の方が高いと報告されているの。
わが国の内閣府の一般成人 を対象 にしたデー ト
DVの 調査によると,交 際相手か らの暴力を経験
した女性は13.6%,男 性は4.3%と 報告され,男
子より女子が暴力の被害を受けていることが明 ら
かとなった8)。わが国の思春期を対象にしたデー
トDVに 関する調査報告はまだ少ないが,大 学生
を対象とした調査によると,身 体的暴力 ・精神的
暴力 ・性的暴力の具体的な例を提示した後に,調
査を実施すると,男 性17.8%,女 性16.7%に 加害
経験があるという報告がある5)｡女 子大学生 ・高
校生を対象 としたNPO法 人DVな がさきの調査
による と,女 子大学生 の14%,女 子高校生の
10%が 被害の経験があ り,そ の うち30%は,性
的なことを強制されたことがあると報告されてい
る9)。日本の最近の研究から,良 好な親子関係が
もてずに親の養育態度から愛情を得られずに,自
分をコントロールされたととらえている者 は,異 性
との対等な関係を築きにくい傾向が認められた10)。
また,海 外の研究結果か ら親の養育態度のうち
親子の性的な会話は,10代 の性行動の開始や避
妊行動に関連があることが明 らかになってきてい
る11-13)。しかし,日 本において,中 学生の親を対
象に,親 子の性に関する会話についての調査によ
り,親 子の日常会話は 「よく話す」が63.2%で あ
ったが,性 に関する会話は 「よく話す」4.8%と 顕
著に少ないことを報告 している14)。さらに,日 本
の文化 において10代 の性行動について議論する
ことが否定的であることが土台にあ り,学 校や親
は,学校外から調査をすることに抵抗があるため,
日本において10代 の性行動 と親子の会話につい
ての関連を調査した研究や親が家庭で行 う性教育
に関す る研究は少ない15,16)。ある日本の高校生に
行った調査結果は,親 子 関係の中で16歳 までの
親子の会話に関する結果 として,親 とエイズ以外
の性感染症や避妊についての会話については性行
動を遅らせることに関係しなかったが,親 とエイ
ズにつ いての会話 をもつ ことや,親 が10代 の性
行動の不賛成を子 どもに示すことが10代 の性行
動開始を遅 らせることを報告している17)。日本に
おいて,親 や教員とエイズについての話題を話す
取 り組みの結果,親 子で性的な話題を行うことに
抵抗がある日本の文化的背景か ら,親 とのエイズ
の会話頻度を増やすことが困難であった。しかし,
教員とのエイズの会話頻度を増加させ知識や意識
を改善させたと報告している18)。一方,他 の研究
で親と話題に関係な く,よ り会話頻度が多い若者
は,セ ルフ ・エスティームが高 く,男 女交際に対
して慎重な態度を示しているという研究結果があ
る19)。また,セ ルフ ・エスティームを改善すること
を目的としたクラスの生徒は,他 のクラスの生徒
に比べて性行動を遅 らせたという報告がある20)｡
さらに,日 本の注 目する研究として,自 分の意見
を聞いて くれる人が身近にいると答えた生徒は,
そうでない生徒 よりセルフ ・エスティームが高い
とい う報告があ る21)。これ らの研究か ら,セ ル
フ ・エスティームを高める会話やかかわ りが子 ど
もに影響 している可能性が示唆される。
性交経験率が5%未 満 と性行動を開始 している
生徒が少ない中学生に,性 行動に伴う望まない妊
娠 性感染症,デ ー トDVな どの危険を予防する
ための有効 なプログラム作成が必要である。その
ために日本の親や教員は,思 春期の対象とどのよ
うな会話やかかわ りが必要であるか検討すること
は重要であると考える。本研究は,① 親 ・教員が
生徒 と話題に関係な く日常会話をすること,②
「命の大切さ」や 「健康の大切 さ」の話題 を話す
こと,③ 生徒の意見 を聞 くことと生徒の男女交際
および性感染症 に関する知識 ・意識 ・行動との関
連を明らかにすることを目的とした。
Ⅱ.方 法
1.調 査対象
本研究における参加者は,平 成20年 度か ら開
始している佐賀県予防教育事業(性 行動に伴う危
険を予防する中学生向けプログラム:1年 生 「命
の大切 さ/望 まない妊娠予 防」2年 生 「男女交際
中の暴力予防」3年 生 「エイズ予防」)に,21年
度から新たに参加した中学校のうち学校長の研究
承認が得 られた8中 学校の生徒 に調査を行った。
その うち2・3年生1746人 の保護者へ説明書 ・同
意書を配布 し,保 護者の同意および本人の同意が
得 られた生徒のうち実施前の調査 に参加した生徒
を研究対象 とした。
2.調 査期間と調査方法
研究期間は21年5月 か ら21年7月 までである。
研究を実施する前に,教 員へ調査手順方法を記載
した説明書 を渡 した。それには,親 への研究説明
書 ・同意書の配布 ・回収方法と,生 徒への研究説
明書 ・同意書 ・調査票の配布 ・回収方法を記載し
た。研究説明書 には,研 究の目的,デ ータの守秘
性,参 加を拒否できること,研 究者の連絡先を詳
細に記載 した。生徒の調査前に,教 員から生徒を
通 じて,親 へ研究説明書 と同意書を渡すように依
頼 した。親が記載した同意書は,生 徒を通じて担
任教員に提出された。親がいない生徒の場合,保
護者(生 徒を養育 している成人)の 同意を得た。
さらに,生 徒の同意が得 られた場合 に調査 は実施
された。本研究計画は,佐 賀大学医学部倫理委員
会に提出して研究承認を得て実施した。
3.調 査内容
(1)親との会話頻度
独 自に作成した4項 目の質問票を使用 したo
① この3カ 月間,保 護者と話しましたか?(以
下,日 常会話)
② この3カ 月間,保 護者と 「命の大切さ」につ
いて話しましたか
③ この3カ 月間,保 護者と 「健康の大切さ」に
ついて話 しましたか?
④ この3カ 月間,保 護者はあなたの意見を聞い
てくれましたか?
会話の頻度を1=ま ったく話さない(ま たは聞
かない),2=ほ とんど話さない,3=た まに話す,
4=よ く話す,か ら選択する。会話頻度が多 くな
るほど,点 数を高く設定している。
(2)教員との会話頻度
保護者の会話頻度の質問項目を中学校の教員に
置き換えて同様の内容を尋ねた。
(3)男女交際中の暴力認知
内閣府の調査により 「デー トDV」 に当たる身
体的暴力,精 神的暴力,性 的暴力の内容をもとに8),
研究者により80高 等学校の19398人 の高校生によ
る教育前後の調査に使用した質問票を参考に作成
した中学生版質問票を数名の中学生によるプレテ
ス トを行った後に使用 した。男女交際において相
手に対 して行われる場合,10項 目の内容に対 し
て,そ れが暴力に当たると思うかを尋ねた。この
質問は,暴 力に当たるまたは暴力に当たらない,
の二者択一で答 えるものである。10項 目の合計
点を男女交際における暴力認知得点 としている。
得点は,0か ら10ま での得点になる。
(4)性感染症の知識
Kelly.J.Aら22)の尺度をもとにした 日本語版を使
用 した。その尺度は,2003年 に松本 と武田によ
って鋤,日 本の文化や環境に合 うように翻訳され
日本の大学生・高校生を対象に使用 されている。
その尺度の中で特 に14項 目 「HIV/AIDSに 関す
る知識評価尺度」は,信 頼性が高いことが証明さ
れている(α=.67)23） 。われわれは,こ の尺度を
もとに,13-14年 歳の対象者にプレテス トを実
施 して,14項 目のうち4項 目において低い正解率
を示した。そのため中学生の学習指導要領の内容
を確認 して10項 目の簡易尺度を作成 したoそ し
て,中 学生 に適 した尺度であることを確認 した
(α＝.69)18)。 この質問は,正 誤の二者択一であ
る。10項 目の合計点を性感染症の知識得点 とし
ている。得点は,0か ら10ま での得点になる。
(5)セルフ・エスティーム
全般的セルフ ・エスティーム尺度(Rosenberg
M.1965)24)を 使用 した。その尺度は,10項 目か ら
構成される。本尺度の日本語版は星野によって翻
訳された(星 野1970)25）。本尺度には,疑 問点も
報告されているが26),日本の中学生・高校生の危険
行動調査や性行動に関連する調査において,近 年
もよく用いられていることを考慮して使用した27-29)。
答えは,1=非 常に同意する,2=同 意する,3=
同意 しない と4=ま った く同意 しない,の4項 目
より選択 させた。10項 目の合計点をセルフ ・エ
スティーム得点 としている。得点は,10か ら50
までの得点になる。
(6)男女交際の意識
独 自に作成 した3項 目の質問票を使用 した。①
男女交際において男女の対等な関係は,ど の程度
大切であると思いますか?② 男女交際において
相手を思いやることは,ど の程度大切であると思
いますか?③ 男女交際において自分 を思いやる
ことは,ど の程度大切であると思いますか?の
質問に対 して,1=大 切でない,2=あ まり大切
でない,3=少 し大切である,4=大 切である,
から選択する。大切に考える程度が高くなるほど,
点数を高く設定している。
(7)性行為の意識
① 中学生時の性行為に対する現在の意識
独 自に作成した質問票を使用した。"あ なたは,
あなた自身が中学生の時に,性 行為をすることを
どう考えていますか?"こ の質問に対して,1=
かまわない,2=少 しはかまわない,3=よ くない,
4=あ まりよくない,の いずれかで答えるもので
ある。中学生時の性行為 を拒否しているほど,点
数を高く設定 している。
② 高校生時の性行為に対する将来の意識
独自に作成 した質問票を使用 した。"あ なたは,
あなた自身が高校生の時に,性 行為 をすることを
どう考えていますか?"こ の質問に対 して,1=
かまわない,2=少 しはか まわない,3=よ くない,
4=あ まりよくない,の いずれかで答えるもので
ある。高校生時の性行為を拒否しているほど,点
数を高 く設定 している。
③ 性行為を誘われた時に拒否する意識
独自に作成 した質問票を使用 した。"あ なたは,
性行為をすることを誘われた時に,こ とわる自信
がありますか?"こ の質問に対して,1=自 信が
ある,2=少 しは自信がある,3=あ ま り自信が
ない,4=,自 信がない,の いずれかで答えるも
のである。性行為を誘われた時に拒否する自信が
あるほど点数を高 く設定 している。
{8)危険行動(飲 酒,喫 煙 性行動)
危険行動の経験に対 して,飲 酒,喫 煙,性 行動
について調査 した。"こ の3カ 月間,お 酒を飲ん
だ経験があ りましたか?","こ の3カ 月間,タ バ
コを吸った経験がありましたか?""こ の3カ 月
間,性 行為の経験があ りましたか?","今 までに,
性行為の経験がありましたか?"こ の質問に経験
がないか経験があるかを尋ねた。
4.分 析方法
親 ・教員との会話頻度,男 女交際の意識 性行
為 の意識はMann-WhitneyのU検 定にて,男 女交
際中の暴力認知,性 感染症の知識 セルフ ・エス
ティームをt検 定にて,危 険行動をX2検 定にて男
女を比較した。また,男 女交際中の各暴力認知項
目と性感染症の知識項 目の男女比較はX2検 定を
使用 した。
さらに,親 ・教員との会話頻度 と男女交際およ
び性感染症 に関する知識 ・意識 ・行動 との関連を
検討するために,親 ・教員との会話頻度,男 女交
際の意識 性行為の意識の各データを等間隔と仮
定して点数化し,デ ータの解析に使用 した。説明
変数を親 ・教員との各会話頻度とし,目 的変数 と
して男女交際中の暴力認知,性 感染症の知識 セ
ルフ ・エスティーム,男 女交際の意識 性行為の
意識を重回帰分析にて,危 険行動をロジステック
回帰分析 にて分析 した。検定 には,SPSS(Sta-
tistical　Package　for　the　Social　Science)19.0を 使
用 した。有 意差 は,p<α05に 設定 した。
Ⅲ.結 果
1.対 象者の属性
予 防教育の事前調査 を完 了 した2・3年 生 は,
1541人(回 収率8&2%)で あった。2年 生は667
人,3年 生 は874人 で あ った。 男 子 は817人
(53.0%),女 子は724人(47.0%)で あった。対
象者の平均年齢は,男 子13.9(±0.67)歳 で,女
子13.9(±0.78)で 男女間に有意差 はなかった。
1541人 の回答結果を用いて,男 女で各変数 を比
較した結果を表1に 示す。
2-中 学生男女の親 ・教員との会話頻度
保護者 との会話頻度に関 して,「 日常会話」,
「命の大切 さについて話す」,「健康の大切 さにつ
いて話す」,「生徒の意見 を聞 く」という項目を男
女で比較 した結果,す べての項目で男子より女子
の頻 度が有意 に高 いこ とが認め られた(p<
0.001)。教員 との会話頻度は,「 日常会話」(p=
0.027),「命の大切 さについて話す」(p<0.001),
「健康の大切 さについて話す」(p<0.001)の 項
目で男子より女子の頻度が有意に高いことが認め
られた。「生徒の意見を聞く」は男女間で有意差
がなかった。これらの結果より,全 体的に男子の
方が女子より周囲の大人との会話頻度が低いこと
が明 らかとなった。
3.中 学生男女の男女交際に関する暴力認知 と
性感染症の知識
男女交際中の暴力認知合計得点の平均は,男 子
7.2士2.5点,女 子7.1±23点 で有意 な差を認めな
かった。しかし,暴 力の内容により認知に男女差
を示 した(表2)。 「けがをしない程度に,た たい
たり,け った りする」 という身体的暴力を暴力だ
と認知 している男子 は,女 子 より高かった(p<
0.001)。 しかし,「 突き飛ばした り,も のを投げ
つけたりする」,「大声で怒鳴る」,「監視した り,
外出させなかったりして行動の自由を奪 う」など
精神的暴力 について暴力 と認知 している男子は,
女子より少なかった。一方,「他の異性 と話をし
た り,親 しげにした りすることを怒る」について
暴力と認知 している生徒は,男 女 ともに少なく,
表1　 親 ・教員との会話頻度と男女交際及び性感染症に関する知識 ・意識 ・行動の中学生男女比較
男子(n=817)女 子(n=724)
3カ 月間の親との会話頻度(%) 1.全 く話 さない 2ほ とんど話さない 3.た ま に話す 4.よ く話す P
日常会話 男 0.7 3. 7 30.2 65.4 <0.001女 0 1.4 16.3 82.3
命の大切さを話す 男 55.5 32.6 10.6 1.4 <0.00140.7 18.3 1.4女 39.6
健康の大切さを話す 男
37.1 31.6 25.8 5.4 <0.001
34.9 35.0 4.8女 25.2
1.全 く聞 かな い 2.ほ とん ど聞か ない 3.た まに聞 く 4.よ く聞 く
子どもの意見を聞く 男 4.7 11.8 50.5 329女 2.8 7.2 44.2 45.8
<0.001
3カ 月間の教員との会話頻度(%)
日常会話 男
1.全 く話 さ ない
2.8
2.ほ とん ど話 さな い
15.1
3.た まに話す
53.1
4.よ く話す
29.0
1.5 13.7 51.0 33.8 0.027女
命の大切さを話す 男 42.6 38.5
16.6 2.4
<0.001女 30.9 42.1 23.l 3.9
健康の大切さを話す 男
37.3 38.9 21.2 2.6 <0.001
41.8 28.8 3.4女 26.0
1.全 く聞か ない 2.ほとんど聞かない 3.た まに聞 く 4.よ く聞 く
生徒の意見を聞く 男 7.0 14.8 52.5 25.7 0.855.0 17.0 52.4 25β女
男女交際中の暴力認知 磁出SD 男 7.2±2.5 0.5237.1±2.3女
盤感染症の知識M±SD 男 6.3±2.0 0. 094
6.5±2.1女
飽ル フ ・エス テ ィームM±SD 男 25.5±4.5 く0.001
23.8士4.6女
男女交際の意識(%) 1.大 切 で ない 2.あまり大切でない3.少 し大切 で あ る4大 切である P
男女の対等な関係 男 0.8 6.6 3&8.9 53.7 <0.001女 0.6 3.4 33.9 62.1
相手を思いやる 男 0.5 3.4 26.8 69.3 <0.001女 0.1 1.5 16.2 82.1
自分を思いやる 男 1.0 13.5 55.2 30.2 <0.001女 0.4 49 46.6 48.1
盤 行為の意識(%) 1.か まわな い 2.少しはかまわない3.あまりよくない4よ くない P
中学生時の性行為を振否する意識 男 9.2 15.2 39.1 36.4 0.030女 4.8 15.4 39.5 40.3
窩校生時の性行為を拒否する童識 男
14.9 22.8 35.2 27.1
0.234女 12.9 29.3 33.3 24.5
難行為を誘われた時に推否する意識 男 6.9 20  .6 38.1 34.4 0.6 53女
     5.4     
20.9 38.1 34.4
3カ 月間の飲酒(%) 男 16.4 0.726女 15.7
3カ 月間の喫煙(%) 男 2.7 0.399女 2.0
3カ 月間の性行為(%) 男 2.4 0.128女 1.3
これまでの性行為経験(%) 男 3. 7 0.669女 3.2
親 ・教員 との会話 頻度 、男女 交 際の 意識 、性 行為 の意識 はMann・WhitneyのU検 定、男女 交際 中の暴 力認 知 、性感 染症 の知 識、
Self-esteemをt検 定 にて、 危険行 動 は Ｘ2検 定 に て男女 差 を分析 M±SD:平 均 値 ± 標 準偏 差
表2　 男女交際中の暴力認知項目の中学生男女比較(n=1541)
男子(%) 女子(%) P
1)た たいたりして,け がをさせる 93.9 94.7 0.51
2)け がをしない程度に,た たいた り,け った りする 80.1 71.2 <0.001
3)突 き飛ばしたり,も のを投げつけた りする 91.6 94.4 0.044
4)も のをこわした り,な ぐるふ りをする 65.7 65.6 1.000
5)大 声でどなる 458 555 <0.001
6)バ カにした り,心 が傷つ くようなことを言う 82.4 79.4 0.166
7)何 を言っても,相 手にせず無視する 58.3 58.8 0.874
8)監 視した り,外 出させなかったりして行動の自由を奪う 79.7 88.2 <0.001
9)性 行為やキスを断われなくする 75.3 76.9 0.501
10)他 の異性と話をした り,親 しげにした りすることを怒る 53.6 39.0 <0.001
κ2検定にて男女差を分析
表3性 感染症の知識項目の中学生男女比較(n嵩1541)
男子(%) 女子(%) P
1)エ イズウィルスは,健 康な皮膚に入 り込まない 41.0 34.5 0.Ol5
2)せ きでエイズウィルスは感染する。 64.0 68.1 0.114
3)性 行為は,エ イズウィルス感染の危険がある 79.8 85.4 0.008
4)性 について不潔な感じのする人を相手として選ばなければ 感染を予防できる 78.8 88.5 <0.001
5)決 まった一人の性的な相手であれば感染の心配はない 79.5 86.9 <0.001
6)感 染経路には,① 輸血,② 性的な行為,③ 出産の3つ がある 71.2 80.3 <0.001
7)性 器やその周辺に異常がなければ感染の心配はない 71.0 75.2 0.100
8)性 行為でコンドームを使えば 完壁に感染 しない" 66.2 78.5 <0.001
9)エ イズウィルスに感染してもエイズの症状がでるまでの期間は長 く,
人によって異なるが,だ いたい5～15年(平 均15年)で ある
62.4 59.8 0.355
10)治 療薬の進歩で,エ イズウィルスに感染してか ら,エ イズ
の症状がでるまでの期間を遅らせられるようになった 62.2 60.9 0.642
X2検 定にて男女差を分析
女子は,男 子 より暴力 と認知していないことが認
められた(p<0.001)。 性感染症の知識得点の平
均は,男 子で6.3±2.0点,女 子で6.5±2.1点 と男
女で有意な差を認めなかった。しかし,性 感染症
の内容により知識に男女差を示 した(表3)。 「エ
イズウィルスは,健 康な皮膚に入り込まない」は,
女子 より男子で正解率が高かった(p=0.Ol5)。
「性について不潔な感 じのする人を相手 として選
ばなければ,感 染を予防できる」,「決まった一人
の性的な相手であれば感染の心配はない」,「感染
経路には,① 輸血,② 性的な行為,③ 出産の3つ
がある」,「性行為でコンドームを使えば,完 壁に
感染しない」は,男 子より女子で正解率が高かっ
た(p<0.001)。
4.中 学生男女の意識
セルフ ・エスティーム得点の平均は,男 子で
25.5±4.5点,女 子で23.8±4.6点 と女子 より男子
が高い。男女交際において,「男女の対等な関係」,
「相手を思いやる」,「自分を思いやる」を大切で
あるという意識は,す べてにおいて女子が男子よ
り多かった(p<0.001)。 また,現 在の自分自身
について中学生の性行為を 「よくない」 と拒否し
ている男子は女子 より少なく,「かまわない」と
容認している男子が女子より多いことが認め られ
た(p<0.05)。 高校生時の性行為を拒否す る意
識や性行為 を誘われた時に拒否する意識は,男 女
間で有意な差を認めなかった。
5.中 学生男女の危険行動
中学生の危険行動 として,過 去3カ 月間の飲酒
経験は,男 子16.4%,女 子15.7%で あった。過去
3カ 月間の喫煙経験は,男 子2.7%,女 子2.0%で
あった。過去3カ 月間の性行為経験は,男 子2.4%,
表4中 学生男子の親 ・教員との会話頻度と男女交際及び性感染症に関する知識 ・意識 ・行動との関連(n=817)
過去3カ 月間の親との会話頻度 過去3カ 月間の教員との会話頻度
日常会話 命の大切さ 健康の大切さ 意見を聞く 日常会話 命の大切さ 健康の大切さ 意見を聞く
β β β β β β β β
男女交際中の暴力認知 0.060 0.014 -0.080 0.107 0.069 -0.070 0.079 0.004
(R2=0.019)
性感染症の知識
0008 -0.024 -0.031 0.034 -.0016 -0.058 0.039 0.004(R2=-0.007)
セルフ ・エスティー ム
0.Ol7 0.016 0.141** 0.143*** 0.045 -0.041 -0.02 0.058(R2=0.067)
男女交際の意識
男女の対等な関係 0.003 -0.033 0.000 0.122** 0.186*** -0.066 0.069 -0.007(R2=0.047)
相手を思いやる 0.065 0.002 -0.005 0.083* 0.128** -0.067 0.080 0.044
(R2=0.046)
自分を思いやる
0.101*
-0.019
-0
.049 0.061 0.031 0.OlO 0.087 0.018
(R2=0.020>
性行為の意識
中学生時の性行為を
拒否する意識 0.063 0.066 -0.089 0.082 -0.080 0.026 -0.038 0.178***
(R2=0.041)
高校生時の性行為を
拒否する意識 0.062 0.076 -0.052 0.054 0.099 0.042 -0.055 0.150***
(R2=0.029)
性行為を誘われた時
に拒否する意識 0.096* 0009 -0.033 -0.Ol8 0.003 -0.033 -0.02 0.058
(R2=0.002)
危険行動 OR(95%CI)OR(95%CI)OR(95%CI)OR(95%CI)OR(95%CI)0R(95%CI)OR(95%CI)0R(95%CI)
3カ 月間の飲酒(%)
0.925 0.831 1.O88 0.966 1.044 1.007 1.331 0.807
(0.64-1.33)(0.58-1.17)(0.81-1.17)(0.72-1.29)(0.77-1.40)(0.68-1.47)(0.90-1.95)(0.61-1.06)
3カ 月間の喫煙(%)
0.909 0.764 1.112 0.592 0.836 1.385 1.856 0.684
(044.-1.85)(0.34-1.69)(0.57-2.13)(0.32-1.08)( .44-1.58)(0.61-3.11)(0.81-4.24)(0.36-1.26)
3カ 月間の性行為(%)
1.087 1.932 1.008 1.368 1.036 1503 0.662 0.380**
(0.44-268)(0.86-4.31)(0.48-2.07)(0.67-2.77)(0.52-4.25)(0.53-4.25)(0.22-1.95)
( .1
9-0.73)
これまでの性行為経験(%) 0.906 2.090 0.987 0.864 0.952 1.055 1.170 0.656
(0.44-1.83)(0.99-3.98)(053-1.83)(0.48-1.54)(0.52-1.72)(0.48-2.29)(0.54-2.53)(0.37-1.16)
説明変数を親 ・教 員との各会話頻度 とし、目的変数 として男女交際中の暴力認知、性感染症の知識、セル フ ・エステ ィーム、男女交際の意識、
性行為の意識 を重 回帰分析にて、危険行動をロジステック回帰分析 にて分析
R2:調 整済みR2乗 β:標 準化係数 OR:オ ッズ比 CI:オ ッズ比の信頼区間 *<0.05 **く0.Ol ***く0.001
女子1.3%で,今 までの性行為経験 は男子3.7%,
女子3.2%と 何れも男女間で有意差はなかった。
6.中 学生男子の親 ・教員との会話頻度と男女
交際および性感染症 に関する知識 ・意識 ・
行動 との関連(表4)
親との会話頻度に関して,「 日常会話」は,自
分を思いやることや性行為 と誘われた時に拒否す
る意識に影響 していた。「命の大切 さについて話
す」は,生 徒の知識 ・意識 ・行動に関連を示さな
かった。「健康の大切 さについて話す」は,セ ル
フ ・エスティームを高めることに関係 していた。
さらに,「子 どもの意見を聞 く」は,セ ルフ ・エ
スティームを高め,男 女の対等な関係や相手を思
いやることに影響 していた。
教員との会話頻度に関 して,「 日常会話」は,
男女の対等な関係や相手を思いやることに影響 し
ていた。「命の大切 さについて話す」や 「健康の
大切さについて話す」は,生 徒の知識 ・意識 ・行
動に関連を示 さなかった。しかし,「生徒の意見
を聞く」は,中 学生 ・高校生時の性行為 を拒否す
る意識や過去3カ 月間の性行為 を減少させること
に関係 していた。
7.中 学生女子の親 ・教員との会話頻度と男女
交際および性感染症に関する知識 ・意識 ・
行動との関連(表5)
親との会話頻度に関して,「 日常会話」は,セ
ルフ ・エスティームを高め,過 去3カ 月間の喫煙
経験 を低下させることに影響 していた。「命の大
切 さについて話す」や 「健康の大切さについて話
す」は,生 徒の知識 ・意識 ・行動に関連を示さな
かった。 しか し,「子 どもの意見を聞く」は,セ
ルフ ・エスティームを高め,過 去3カ 月間の性行
表5中 学生女子の親 ・教員との会話頻度と男女交際及び性感染症に関する知識 ・意識 ・行動との関連(n=724)
過去3カ 月間の親との会話頻度 過去3カ 月間の教員との会話頻度
日常会話 命の大切さ 健康の大切さ 意見を聞く 日常会話 命の大切さ 健康の大切さ 意見を聞く
β β β β β β β β
男女交際中の暴力認知 0.007 0.076 -0.0 35 -0.Ol8 0.056 0.003 -0.022 0.06(R2=0.001)
性感染症の知識
0.035 -0.019
一0.
038
-
0.050 0.136** 0.034 0.0Ol -0.03(R2=0.010)
セルフ ・エ ステイー ム
0.103* -0.028 0.067 0.148*** 0.043 0.107
0
.094 0.080(R2=0.077)
男女交際の意識
男女の対等な関係 0.015 -0.038 0.044 0.000 0.061 0.00 9 0.056 -0.013(R2=0.001)
相手を思いやる
-0.019 -0.046 0.046 0.025 0.092* 0.054 -0.003 0.012(R2=0.006)
自分を思いやる
0.008 0.048 -0.Ol9 0.052 0.007 0.141* -0.0 72
0.1
31**(R2=0.035)
性行為の意識
中学生時の性行為を
拒否する意識 0.057 0.062 0.016 0.088 -0.017 -0.058 0.025 00.27
(R2=0.Ol5)
高校生時の性行為を
拒否する意識 0021 0.073 0.012 0.070 -0.080 -0.032 0.023 0.021
(R2=0.007)
性行為を誘われた時
に拒否する意識 0.006 -0.110 0.105 0.026 0.023 0.015 -0.009 0.052
(R2=0.002)
危険行動 OR(95%CI)OR(95%CI)OR(95%CI)OR(95%CI)OR(95%CI)OR(95%CI)OR(95%CI)OR(95%CI)
3カ 月間の飲酒(%)
0.849 0.882 0.971 0.846 1.13 1.01 1.217 0.841
(0.51-1.41)(0.60-1.28)(0.69-1.36)(0.60-1.17)(0.80-1.59)(0.66-1.53)(0.78-1.87)(0.61-1.14)
3カ 月聞の喫煙(%)
0.272** 0.614 1.767 0.345** 1.l72 1.186 1.401 0.588
(0.10-0.72)(0.19-1.91)(0.70-442)(0.15-0.75)(0.44-3.07)( .38-3.07)(0.464.24)(0.26-1.29)
3カ 月間の性行為(%)
0.525 0.715 1.573 0.389* 0.627 0752 1.749 0.917
(0.15-1.82)(0.20-2-53)(0.52468)(0.15-0.99)(0.21-184)(0.19-2.88)(0.48-6.33)(0.36-2.32)
これまでの性行為経験(%) 0.515 1.142 1.110 0.353*** 1.045 1.204 L299 0.800
(0.20-1.27)(0.50-2.56)(0.52-2.15)(0.18-0.66)(0.50-2.15)(0.511-2.15)(0.53-3.17)(0.41-1.52)
説明変数を親 ・教員 との各会話頻度 とし、 目的変数 として男女 交際中の暴力認知、性感染症 の知識 、セルフ ・エ ステ ィーム、男女交際の意識、
性行為の意識を重回帰 分析 にて、危険行動をロジステック回帰分析 にて分析
R2:調 整済みR2乗 β:標 準化係数 OR:オ ッズ比 CI:オ ッズ比の信頼区間 *く0.05 **<0.01 ***く0.001
為経験や過去の性行為経験を減 らすことに関係 し
ていた。
教員 との会話頻度に関して,「 日常会話」は,
性感染症の知識を高め,男 女交際において相手 を
思いやることに影響 していた。「命の大切さにつ
いて話すこと」は,男 女交際において自分を思い
やることに関係 していた。「健康の大切 さについ
て話す」は,生 徒の知識 ・意識 ・行動 に関連を示
さなかった。「生徒の意見を聞く」は,男 女交際
において自分を思いやることに関係していた。
Ⅳ.考 察
1.男 女交際や性感染症に関する知識 ・意識 ・
行動
男女交際申の暴力の認知合計得点 においては,
男女差を認めなかったが,暴 力の種類によって男
女で認知の差を認めた。身体的な暴力は,男 女と
もに高い認知であったが,精 神的暴力や性的暴力
についての認知は,男 女 ともに低い｡精 神的な暴
力の中で,突 き飛ばしたり,も のを投げつけたり,
大声でどなったりすることで相手を脅し,支 配 ・
服従させる暴力を女子 よりも男子が暴力と認知し
ている割合が低いことは,交 際を開始 した時に
DVに つながる可能性があることが示唆され る。
一方,女 子も他の異性 と話をしたり,親 しげにし
た りすることを怒るといった束縛することを暴力
だと認知 している割合が低いことは,男 女間の ト
ラブルに発展 してい く可能性があると考え られ
る。富安 らの青年期男女のデー トバイオレンスに
関する認識 と性差間の相違をみる調査によると,
男女 ともに 「身体・心理的暴力」は高い認識を示
していたが,「 支配・服従的暴力」は男女ともに低
い傾向で,「 性的暴力」は女子より男子で低い認
知にいたっているなど項 目によって有意な差を認
めていた30)。DVの 種類や内容によって認知が男
女で異なるため,性 差を考慮 した予防教育を行う
ことが必要である。さらに,男 女交際における意
識 として,「 男女の対等な関係」,「相手を思いや
る」,「自分を思いやる」のいずれも女子より男子
が尊重する意識が低いことは,男 女関係において
問題を生じる可能性がある。男女ともに対等で尊
重される個人であることを学習することが必要で
あると考える。
性感染症に関係する知識得点は,男 女で有意な
差を認めなかったが,中 学生の性行為を容認 して
いる男子は女子より高いことが認められた。
全国中学生を対象にランダムに調査された男女
の性的な関心において,男 子は,身 体的な成長が
著明になる中学生の頃から性的な欲求が生 じ,性
的関心が高まるが,中 学生において性的な欲求が
少ない女子は男子より性的な関心が低いことが報
告されている2)。男子中学生は,よ り性的関心が
強いため,発 達とともに性行動を容認する生徒が
増えてい くことが考えられる。性行動に伴う危険
やDVに ついての予防教育の機会を増やし,個 別
相談を加えることによって,性行動を慎重に考え,
性行為 を早期に開始する生徒が増加 しない取 り組
みが必要であると考える。
2.中 学生の親 ・教員との会話頻度と男女交際
および性感染症 に関する知識 ・意識 ・行動
との関連
親 ・教員との会話頻度 男女交際および性感染
症に関する知識 ・意識 ・行動は,男 女で異なる傾
向を示 した。それらの関連についても異なる傾向
を認めた。男子において,保 護者との 「日常会話」,
「健康の大切 さについて話す」,「子 どもの意見を
聞 く」ことは,セ ルフ ・エスティームを高め,男
女交際の意識に良い影響を与えていた。一方,女
子において,保 護者との 「日常会話」,「生徒の意
見を聞 く」ことは,セ ルフ ・エスティームを高め,
過去3カ 月間の喫煙 ・性行動や過去の性行動を低
下させることに関係 していた。
思春期になると,同 年代の仲間との会話が多 く
なり,親 との会話頻度は減る。中学生の子どもを
もつ両親 と子 どもとの会話についての河内らの調
査によると,子 どもとの会話があると答えた親は,
「日常生活について」が48%と 最も多 く,子 ども
か ら体や心の相談があった割合が多いが,「性 に
ついて」は,27%と 少ないことを報告 した31)。小
学5・6年 生 と中学生,お よびその保護者,小 中
学校の教員を対象に性 に関する親子の会話の調査
結果は,子 どもは学年が上がるにつれ家族と性に
関する話をしなくな り,特 に男子にその傾向が顕
著であった と報告している32)。中学生の親を対象
に,親 子の性に関する会話と二次性徴発現時の子
どもへのかかわ りについての調査により,女 子の
初経時に比べて男子の精通現象時の親のかかわり
が顕著に少ないことを報告 している14)。本研究に
おいて,親 との会話は,女 子より男子が少ないこ
とを示 し,「命」や 「健康」についても,女 子よ
り男子において,親 との会話頻度が少ないことが
認められた。性的な話題は,日 本の文化的な背景
から,特別な話題であるととらえられているため,
親子で会話 を行 う頻度は少ないという他の研究結
果と一致する33)。武富 らは,新 大学生の保護者の
調査において,親 が子 どもと快適に話せる話題は,
身体の成長 ・発達 と妊娠で,18歳 までに,HIV/
エイズ,性 行為や避妊の教育は家庭で行われてい
ないと報告 している鋤。 日本では,親 子間や異性
問の会話の中で,性 的な関係については不快な話
題としてとらえられているため,親 子間の性に対
するコミュニケーションは,否定的な見方がある。
平岡は,中 学生と親との間で,性 行為に対する容
認度について世代間の違いがあることを明 らかに
した35）。日本では,親 が性の話題を持ち出すには,
タブー視 される傾向がある。そのため,親 は,青
年に対 して性の話題を話しにくい文化的背景があ
ると考えられる。男子中学生 と保護者の 「健康」
についての会話によってセルフ ・エスティームに
影響 していることと女子中学生と教員の 「命」に
ついての会話によって男女交際の自分を思いやる
意識に関係することを示した。また,保 護者や教
員と 「日常会話」や 「生徒の意見を聞 く」ことは,
中学生男女の知識 ・意識 ・行動にさまざまに良い
影響を示すことが明らかとなった。身近な大人と
毎 日の会話から大人からモラルを伝 える機会をも
ち,生 徒が意見 を聞いてもらっているという自分
の存在に対 して安心感や満足感をもつことで,子
どもが無謀な危険行動を予防することにつながる
と考える｡今 後,親 の協力を得て,生 徒との会話
を増やし,生 徒の意見や悩みを傾聴する姿勢を尊
重し,子 ども自らが安全な行動を選択する教育を
継続して行う機会を作ることが必要であると考え
る。
学校での教員との会話においても女子より男子
は少ないことを示した。特に,性 に関する話題に
ついて親子で話すことは日本で難 しい状況から,
学校教育の中で,男 女の会話の特徴を理解 したう
えで,男 子への意図したかかわりを行っていく必
要がある。また,日 本の調査は,相 談する者がい
る青年は,相 談する者がいない青年より高い自己
肯定感があることを示 した21)。本調査においても,
教員 との 「日常会話」や 「生徒の意見を聞く」こ
とが性行為を拒否する意識を高め,過 去3カ 月間
の性行動を低下させることに関係 していた。また,
女子では,教 員との 「日常会話」,「命の大切 さに
ついて話す」,「生徒の意見を聞く」は,性 感染症
の知識や男女交際の意識に良い影響を与えている
ことが示唆された。教員と身近な話題について会
話を持つことができる関係性の強化をはかること
が必要である。さらに,集 団教育に加えて,彼 ら
の性や男女関係などの悩みを聞 く個別相談を学校
と医療 ・保健に関係する専門家が連携して実施す
ることが重要であると考える。
研究の限界
国中のランダムなデータによる調査を実施して
いないため,佐 賀県の地域性が出ている可能性が
ある。将来の調査は,よ り詳細なデータの収集を
拡大する必要がある。
結 論
家族や中学校の教員との会話の頻度は,女 子 よ
り男子が少なかった。男女交際において 「男女の
対等な関係」,「相手を思いやること⊥ 「自分を思
いやること」を大切であるという意識は,女 子よ
り男子が有意に低かった。また,中 学生時の性行
為を容認する意識をもつ生徒は,女 子より男子が
多かった。男女交際中の暴力の内容によって男女
で認知の違いが認められた。さらに,親 ・教員が
「日常会話」や 「生徒の意見を聞く」ことは,中
学生男女の知識 ・意識 ・行動に良い影響を与えて
いることが明 らか となった。今後,親 や教員との
日常会話を増やし,生 徒の意見を傾聴する個別相
談に対応する取 り組みが重要であることが示唆さ
れた。
この佐賀県予防教育事業実施前の調査にご参加
いただいた中学校の生徒,保 護者,教 員の皆様 と
事業実施準備にご尽力いただいた関係者に深 く感
謝致します。
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